『倭語類解』と『交隣須知』の相互交渉について――原「交隣須知」復元への試みから―― by 片, 茂鎮
一、
はじめに
原r交隣須知」復元への試みから
韓日両国の交流は古代までさかのぼれる
が、
それがもっとも盛
んだったのは、
朝鮮通信使たらの、
江戸稚府への往来が頻繁だっ
た十七・十八世紀頃であろ。、こ
のように、
互いに交流が盛んになるにつれて両国の言葉に対
する函心と必要性が瓦まり、
四国語もしくは日本店を学習するた
めの、
いわゆる外国語学習雹が著わされろに至った。
i四国においては、
r三国史記」などの古い文献に日本に関すろ
記甲が見えるけれども、
それらは渓字音によろ音訳という方法で
表記されたもので
それからは日本語学習の状隠などを知ろこと
はできない。
日本
語の学習・研究を目的として作られ、
それを記
録した韓国側の文献は、
すべてハングル成立以来の、
ハングルに
よって表記されたものである。
日本における韓国語
学者の鼻祖たる雨森芳洲
一方日本側には、
を中心と
し
て、
．当時対馬の通事らによ
っ
て編
纂
された一迎の韓国
語学習由がある。
これらを既括して「朝鮮烈料」と呼んでいるが、
ハングルと日本
語から成ろこのよう
な「朝鮮只料」のうら、r倭
語類解」と「交隣須知」があろ。r倭語類解」は韓日対訳辞苔として韓国人のための 語学習困であり．
「交隣須知」は逆に、
日本人のための韓国語学習むとして広く使われた一紐の文例辞街であ
る
。
この両術は大体十八世紀の初期に成立したものと推定されてい
るが、
当時の「朝鮒資料」はその数が少ないだけに両苔の占めろ
資料的価値ははなはだ大きいと言えよう。
なお両也には、
門の構
成などの体裁的な而から語槃的な面にまで類似点の多いこ
とから、
両柑中の一方が他方を蓄本として成立したとい 先後関係が指摘されてい
． 
1
）
（注2)
しかし、
つとに安田沼氏も指摘なさっていろように、
両也を8
本詔資料と扱う以前に究明すぺき問図と
して、
両也がいかなる過
程で成立したかという本質的な事柄が存在すろ。両也の成立に関わろ問因であるだけにそれぞれの原本の比較対照が必要であろが、
『倭語類解』と『交隣須知』の相互交渉について
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写本 刊本 写本
。「交隣須知」巻四
．（一七九五年、
小田幾五郎修正増補）
．今日そ
の原
本は
ともに見当たらない。
しかし、
幸いにも両魯には
ぃVつかの写本と刊本が残っていて、
それ
らを比較対照すること
によって、
あろ程度原
本への接近が可能ではないかと思う。
本稿では、主に「
交隣須知
」
の写本類と刊本との対照から原「交
隣須知」の復元を試み
、そ
の結果を踏まえて、
両害の成立に関わ
・る相互交渉について考察を行う。
二、両書の写本と刊本
倭語類解。「和 」一一巻二冊(-八三七年、
朴伊師写）〔京大
芍
蔵〕
.「倭語類解」二巻二冊
（
一八0九年前後刊[)〔金沢博
士旧蔵〕
．「交隣須知」四巻（十九世紀初期頃写）〔苗代川本〕ーー
「苗」と略記。
。「交隣須知」巻二、
三（明治十三年頃、
古賀岩助写）〔済
州本〕ー 済
交隣須知
用いる資料は次のようである。
〔小田本〕|ーr小」と略記o
。「交隣須知」四巻（明治十六年、
浦願裕校正増補）ー—l
「刊」と略記。
「倭話類解」は「交隣須知」に比ぺ異本が少ない。
魯名は異な
っていても写本「和諾類解
．」は、
刊本以前のr倭語類解」の内写
本と思われる。
この写本「和語類解」と刊本「倭語類解」
は、
語
彙や対訳の韓国語・日 語に大きな相異はほとんどないと言ってぃり語彙の面にお は、
刊本に
あるが写本にないものが十語、
刊本にないが写本 あるもの
が十語である。
このほか写本の一丁
分に当たる四十二語が写本で脱落していて、
祖写時 手落ちと思
―32
わせる個所がある。
対訳関係にあろ韓閲語や日本語においては、
I
表記上の相異はあ にしても話 交替を示 た例はほとんどない
。
このようにして、
写本「和語類解」は一応原「倭語類解」系の
（に4)
写本と推定されており、
なお
刊本に比ぺ語
集的に
大きな相異は認
められないので、
便宜上、
原
「倭語類解」の代用として刊本を用
いる
。
一方、
「交隣須知」に
はいろいろの写本と刊本があるが、
その
中には同じ系統に属す
るものもあ
る。
それらをまとめてみると、
大体次の三類に分け ると思う。
①苗
代川本
②増
補本類
刊本
増補本
門の構成
三者の各巻における最初の門と最後の門、そして門の数を示し
た の
が次の〈表〉である。〈表〉港 a 
走 獣 ーー行 動 ( 18 ) 飛 禽 ーー彩 色 ( 17 )
募 寺 I飲食(21) 墓 寺 I静 止 ( 25 )
三 種 の 「 交 隣 須 知 」 、 つ ま り 「 苗 」 ・ 増 補本・「刊」の体 裁 的
な 而 の う ら 、
ま ず 門 の 構 成 に つ い て 検 討 し て
みよ
う 。
、原
「 交 隣 須 知 」 復 元 へ の 試 み
③
 
増補本としては
「済」と「小」を用いる。
この両宙は各門の最
後 に増補襴があ
っ て 、本文と区別 し て 苔 い て あ
ることから、同じ
系統の写本類と認め
られ
る。
刊本としては明治十四年版が初刊本に当たるが、今日では稀限
本となっている
。し
かし、
「 十 四 年 版 と 十 六 年 版 と の 間 に 大 き な
含 4 )
違 い は ほ と ん ど な い
」 と
い
う 福 島 邦 道 氏 の 報 告 を 踏 ま え れ ば 、 十
． 六 年 版
を も っ て 「 交 隣 須 知 」 初 刊本の代りに
して
も差 し 支 え
はな
いと思う
。
刊本類
手運ーー（ 時 刻 ） （ 14 ）
四
ま ず 、
「 苗 」
は 増 補本類と門の 構 成 が 異 な っ て
いる。
増 補本と
r刊」につい て は 、
mと
に お け る 云3 邑 」 「 宮 宅 」
門 の 頑 が r 刊 」
で反対になっているだけで、
「 刊 」 の 門 の 構 成
は増
袖本のそれ
と
まっ
た く 一 致す る も の と み て よ い
。こ
のこ
と は 、
コ0」 が r済』 「 小 」
のよ
う な 培 補本類の写本をも
とに
し
て編 纂 さ れ た こ と を 示 す
もの
に ほ か な ら な い
。
なお、これ
は両写本の内容に照らし合わせて
み て も 宮 え る こ と
で あ る 。 す な わ ら 、
「済」「小」の各門
の最後に増補された語彙
は、r
刊」の各
門の終わりにある
語 彙 と ほ ぼ 一 致 す る の
である。
＠門
と 見
出 し
「苗」と増補本の見出しを対照してみると、増補本で増補語を
除いた本文の見出し が r 苗 」 の そ
れと似てい
る こ と が 多 い 。 例 え ば 、
®見
出 し の 語 順 や 字 体 ま で 全 く 一 致 す る 門 ーー・ 「 禾 黍 」 「 昧
臭 」 「 喫 貌 」・「熟設」 （ 以 上 、 r 済 」 ）
⑤見
出 し の 語 順 や 字 体 に小屈の
ある門 ー 「 買 質 」 「 疾 病 」
「 行 動 」 「 鋪 陳 」 「 視 聴 」 「
m
紺 」 （ 以 上 、 r 済 」 ） 、
「足
使 」 「 言 語 」 盃
g辞」R塁菌」「太多」云心語」（以上、r小」）
な ど を 挙 げ る
こ と が
でき、「苗』と増補本との深い関迎性が短われる。
rftJJ 
増補本
r小J
静止ー（ 時 刻 ） （ 15 ） 静 止 1（ 時 刻 ） （ 15 ）
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「余り語
」
の現われ方も
'
ところで、
ここで注
目すべきは、増補本の本文と「苗
」
とを対
照して増補本の本文になくて「苗
」
だけにある、「苗」独自の見
．．． 
出し話が存すろこと
である。本稿ではそれらを「余り語
」
と名づ
けろことに
する。
「苗」の特徴をなすこの「余り語
」は、
「走獣」「水族」「蜆
．虫」「蔀菜」「菜実」「樹木」「花品」「城路
」
門によく現われ
ている。これらの門におい
ては、
「
苗」の本文から「余り話
」
を
除くと、
そこに
は増補本の本文と同じ語順・字体の見出し話が残
ろわけである。例えば、r苗
」
の「水族
」
門の終わりの部分は
・・・全鮫・熟鮫・鰭魚・文魚・鋭魚•青魚とあろが、
このうら
〈熟駁〉までの見出し語がr済」 本文のそれと一致するので、〈饂魚〉から〈育魚〉までの見出し語がr苗
」
に余ろのであろ。
「走獣」門の終わりの部分も同じであろ。
すなわら、
・・・馬死・馬走・熊・猜．狸・牧馬・馳・牛死 馬糞・学・産
のうら〈馬走〉までが「済
」
の本文と一致すろので
、〈
熊〉から
〈産〉までの見出
し語が「余り語」に該当するわけであろ。
「苗」のほかの門は、
見出しの語順が増補本と相違し「余り語」
も混在するのであろが、
これら
「余り語」に
つい
てはあとでま
た
述ぺろことにする。
なお、「刊」は増補本と相同なので、
増補本に準ず 。
0文
例
ゥm
ゥゴザル
門や見出しなどの体裁的な面におい
て、「
刊」は
増補本類の彩
響を大いに受け
ているのであるが、
文例につい
ても同じことが言
えろようであろ。
三種の
「交隣須知
」
の文例を対照してみると、「刊」は、「刊」
以前の写本類をもとにして、なおそれに修正増補を加えた形で編纂されたものと思われる。刊本の成立過程からみて当り前のことかも
しれないが、
その文例
の取り入れ方に―つの煩向性が認めら
れるの
であろ。
すなわち、
「刊
」
の文例は主に培補本類
のそれをもと
にして作
られたということである。
もら
ろん「刊」で新しく付けられたも
のも少数あろが、
大体（全体の八割ぐらい）が増補本の文例を引
くも と思われる。
いくつかの例を挙げてみる。
「政刑」門の〈
砒
〉の
文例
．
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（ 「 済 」 = - 65
)
．「 静 止 」 門 の 〈 椅 〉 の 文 例'
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1 ウ ）
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( r 苗 」 ― ― - 10 ウ ）
前 の よ
う
な 例 か ら わ か る よ う に
、 ．
r
．刊 」 の 日 本 文 が 「 済 」 や
ci 
n,.a
'
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c a 
k y
`
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（ 「 苗 」 三 31 ウ
）
「 小 」 の よ う な 培 補 本 類 の そ れ に 引 か れ た も の で あ る こ と は
、ま
ず 間 違 い な い だ ろ う
。
し か し
、「 刊 」 の 文 例 の す ぺ て が 培 補 本 の そ れ に 引 か れ た わ け
で は な い
。残 り の 二 割 ぐ ら い は 「 苗 J の 文 例 と 似 て い ろ の で あ ろ
。
中 に は
、「 刊 ← 巻 四 の 「 語 辞 」
「 太 多 」
「 範 困 」 、 そ し て 「雑 語」
門 の 後 半 ま で の よ う に 、 も っ ば ら 「 苗 」 系 の 文 例 を も と に し て 作成 さ れ た と 思 わ れ ろ 門 も あ ろ
。例 え ば
、
「 範 園 」 門 の 〈． 癌 営 〉 の
文 例 は
、
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（ 「 苗 」 四 28 )
と な っ て お り 、 ま た 「 雑 語 」 門 の 〈 相 〉 の 文 例 は 、
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min 
d 
sya13 ' i
'
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ni （ 「 小 」 四 30 ウ ）
（ 「 刊 」 四 30 )
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（「刊」四39ウ）
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苗」四39)
となっていて、
「刊」の日本文
が「
苗」のそれに引かれたという
ことは容易に判断できる。
とこ
ろで、「苗」において「雑語」門の〈相〉にII宰相“という
瞬位が当てられているのは
意姦分類体の類否の構成からみて門
に合わない文例
作りと言わざるを得ない。官職の類語を集めた否呂
爵」という門 、
巻一に他にあるからである。
それが増補本であ
る「小 で．互二”の意味に使われてい
るのは、
古本の不適当な
文例を増補本 改めた
ものと見
なして一応説明がつくと思うが、
増補本の修正本と
も言うぺき刊本で、
（「苗」の身宰相
II
に代わ
って鼻政丞
II
が当てられてはいるものの）その門に合わないr苗」
の文例をそのまま引いた い
うことは、
理解し難いところである。
このこと
について一っ想像できるのは、
刊本を編む際、
増補本
の文例を中心としながらも増補本以
前の、
より
古い写本類の文例
政丞ハ萬民之上デゴザ
をも取り入れようとする編者の意志が働いた結果かもしれない。
仮に、
その当時原「交隣須知」が存在したとすれば、
「刊」に
おけるこのような現象は、
原「交隣須知」のかなり直接的な関与
によるものと認め ろので なかろうか。
以上のように、
三圃の「交隣須知」を対照してみた結果と諸本
の世誌的事情などから考える
と、
大体次のような推定が可能にな
る
。①「刊」は増補本類の写本を
もとにし
たうぇで、
「苗」系の
写本を参照して編まれたものである。写本類と刊本の成立関係からみて、
「苗」は
増補本以前の古写本と考えられろ。
②r苗
J.
増補本・「刊」には三者共通の見出しの下に類似
した
文例を
も
つものがあろ。
古写本から刊本に至る過程において
三者共通の見出しが存すろということは偶然とは言えず、
むしろ
これは、
そ
れらがそ そも「交隣須知」の原本にあったものであ
ることを示しているのではなかろうか．
③「
苗」
は増補本とは違う系列 写本で、一二者共通の本文と
「余り話」からなる
一踵の原「交隣須知」の
増補本と宮えよう。
（れ6)
前のような結果に、
次の幣原坦博士の報告を付け加えて考える
ことによって、
かなり皮相的ではあるが、ある程度
原「
交隣須知
」
の復元が可能ではないかと思う。
明治維新の前、
小田幾五郎といへる人、
朝節の事情に通じて
頗る其国栢に熟達したりしかば（其若象肖紀聞あり）当時の
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倭語類解ー_①
®
③④⑥⑥®⑬⑥⑥®⑪
両甚の刊本と写本類の比較対照から、各書におけろ原本の姿を推定してみた。倭話類解においては刊本「倭栢類解」を、交隣須知においては苗代川 「交隣須知」をそ
れぞれの原本の代用と
して、
両也の比較を試 ろ．•• 
S門と見出し両国の見出しのうら
、語形は少々昴なっていても一応同義語と
．認められるものをも含めて、両
宙の門と見出しを比較
してみると、
大体次のように対応する（門の順序は数字で示す）。
「倭語類解』には五十六門、「交隣須知』には七十門（最後の「天千」「地支」「時刻」の部分を除くと六十七門であろ）があ
ろ。この
う
ら、r倭語類解」の⑮因隙、⑮日本官名、⑮信行所経
地名などは「交隣須知」にない門であろが、これは両杏の成立出情に由来するも と思われる。すなわら純枠に隣国の迎解を目的とすろ語
学害の「交隣須知」に対して、r倭店類解」は主に通信
使たちの、外国との交流に必嬰な語学柑として成立したからであろ
う
。
四
、
交隣須知に訂正を加へ、且大に姻補を試み、近版真琴氏に和訳の誤宇の修正を乞へりといふ。而して其増補の部は本文と哀別し易からしめんが為に各節の終末 付加して一段低く田
．．．．．．．．．．．．． 
するまでに注意せり。然れども節目 変改は砲もなかりしなり
「倭店類解
」
と「交隣須知
」
の相互交渉
．ろ
のであ
ろ
。
. • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 
すなわら、増補本の門の構成に「苗」から「余り語
」
を除いた
• • • • • • • • • . • . • • • . • • • • • • • • • 本文をもつものを、原r交隣須知」にもっとも近い写本と推定す
⑩@@@®⑮⑮®⑬⑳⑮⑳⑪⑮@®⑲®⑫⑲® 
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実際、両租における見出し語を比較
した場合、すぺての門にわ
たって前 ようにきれいに対応するわけではない。両困の見出しと門の間にはかなり複雑な、見出しの統合・分散の現象が存すろのであろ。それにし
ても無秩序・無条件ではなく、門の表わす恋一
.8 2 
義のもとに類語が集められている類由であるだけに
、門の意義次
第では互い
Ic oo
迎語彙（同義語）が取り入れられて
いろ
はずであ
ろ。
＠祝駐®行動，魯止®手迎⑲足使賃陳®
盛
器
賃
器
®鐵器®雑器
な ど の 図 式 を 代 表 的
な例として
挙げるにとどめる。結果的には、
両得におけるほとんどの門は内容的に対応関係に立つと言ってよ、
。
＇
 一方、「倭語類解」の
すぺての見出し栢数は三三五一語で→交
隣須知」にない門の見出し語数を除くと三一八六
語になる。
そ れ
に比ぺ、「交隣須知」は全部で二九ニー語であ
る。
このうら両困
の共通語彙は二四三八語であって、
両祖それぞれの全本栢彙の約
す ）
魯魯
食 享
ヽ—t—、 ＂ 、
魯 g 怠魯
設 貌 臭食
鵞魯魯
息 貌隠｀ 
▼
ク、 ▲ 、
? ？ 9 奮
使 動 部 部
＠器具 ⑮曲静
その
他の門においては、
両書が同じもしくは似た名前の門であ
る場合、そこに収められている語彙（見出し）も大体一致する
の
である。
なお両苔において語彙的に統合・分散の関係にある門も
多く、
（上段は「倭語類解」の門、
下段は「交隣須知」の門を示
八割を占めている。
この八割という数字に門の対応関係も付け加
えて考えると、「倭語類解」と「交隣須知」の濃厚な関連性がより歴然としてくる。
― つ の 例 を 挙 げ て み よ う 。
苗 代 川 本 「 交 隣 須 知 」 と 増 補 本 類 の
「交隣須知」における語彙は大体一致すろのであ
るが、
部分的に
異なって い る 場 合 も あ る 。 そ の 見 出 し 語 の 、 「 倭 語 類 解
J
の 注 と
の関係は、
（／の上は「苗」、
下は増補本、
〔
解」の注を示す）
ヒサコ（ニ25)／ハケ（ニ25ウ）I〔ハケサゴ・140
〕
カプ
(--40)
／クサムラ（ニ43)ーーー〔クサムラ
カプ
，173
.
〕
ヲノ(-―-14)／ヨキ(-―
-40)I
〔ヨキ
又云
オノ・
43
〕
などのように、
見出し淡字に当たる「交隣須知」の日本語が相異
な っ て い て 、
その異なる二話が「倭語類解」の注と一致するので
あ る 。
この項実は、「倭語類解
J
と「交隣須知」の語磁に相互交
渉のあったことを示すものにほかならない。．
このことについては
つとに浜田敦先生も触れられたことがあっ
( tt 7 ) 
て、
両甚の編纂に雨森芳洲の関与した一証と見ておられ
る。
なろ
ほ ど 、
雨森芳洲の、
一方の編纂に関与した経験が他方の一方の成
立に反映されるの
は 、
十分考えられることであろ。
従って両む中
。 斧 。 之禾 。瓢
又云
又云
ヒ
〕 内 は 「 倭 語 類
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のあろ
害が他の一方の由をもとにして成立したであろう
と の 推 定
は 、
一 応 可 能 だ と 思 わ れ る 。
＠門
と見出
し の 意 義 的 関 係
両 書 に お い て 、
ある門に収められている見出し語は、
そ の 意 義
分 類 の う え で 大 体 当 門 に ふ さ わ し い 意 味 の も の で あ る 。
しかしそ
う で な い 場 合 も あ る 。 例 え ば 「 交 隣 須 知 」 （ 苗 代 川 本 ） の 「 彩 色 」門 の 最 後 の 丁 に 、
・ ・ ・ 機 ・ 稜 ・ 織 ・ 方 物 ・ 籾 物 ・ 経 ・ 緯
・
の順に並べてあろが、
「彩色」門にこれら
の 話 彙 が 入 っ て い る の
は意義的にふさわし
い と は 言 え な い 。
これらは「
倭語
類解」にお
い て 、
〈方物〉〈證物〉が「公式」門に、
ほ か の も の は す べ て 君 �
吊」門に収められているのである。
類 因 の 構 成 か ら み て 、
r倭
語
類 解 」 が r 交 隣 須 知 」 に 比
ぺより忠実な意姦分類体になっている
と8ぇょう。
結果的には、＇「交隣須知」での門に合わな
い 語 棄 を
「 倭 語 類 解
」
で 適 し た 門 に 収 め 直 し た も の と 考 え ら
れる。
し か も 「 交 隣 須 知 」
の増補本において、
〈 機 〉 〈 悛 〉 〈 ほ 〉 〈 経 〉 〈 緯 〉 が r 倭 語 類
解
」
と 同 じ く 「 布 吊 」 門 に 移 さ れ て い ろ の も 、 r 倭 語 類 解
」
と 「 交
隣 須 知 」 の 整 理 段 階 の 相 異 が 痰 え る 間 接 的
な例
になり得ると思う
のであろ。
もう一例。r交隣須知」の「鞍具」門の凩後に、
・ ・ ・ 一 ． 駄 ・ 一 負 ・ 一 結 ・ 一 塊 ・ 一 隻 ' - 石
（介
と あ る が 、
このうらの〈一駄〉と〈一災〉、．「股皿」門に
あ ろ
〈一
紐〉〈一握〉の四話が
r 俊 語 類 鮒 」 の 「 纂 数 」 門 の 最 後 に ま と め
て 収
められている。
し か も
こ の 四 語 に は い ず れ も 数 詞 ． ― ” が 冠
せ ら れ て お り 、
他 の 見 出 し 語 （ 斤 ． 丙 ・ 銭 ・ 分 な ど ） に は こ の ．
-”が冠せられてい
な い こ と か ら 、 こ の 四 語 の 出 自 が 「
交 隣 須 知
」
の よ う な 文 例 集 で あ る こ と は 容 易 に 想 像 で き る 。
一 万 、
「倭語類
解」における「籍数」という門は「交隣須知」にない。
婆 す る に 、
両 苔 の 門 と 見 出 し の 関 係 か ら み
て、
「交隣須知
J
よ
り r 倭 語 類 解 」 の 方 が よ り よ く 整 理 さ れ た 類 8
の体裁をなしてお
り 、
またこの印実は、
両 祖 の 成 立 時 の 交 渉 に つ い て 直 接 的 な 手 掛
り を 提 示 し て く れ る も の
と思われろのである。
五、
苗 代 川 本 「 交 隣 須 知 」 に お け る 「 余 り 話 」 に つ い
て
「苗
」 に 、他 の 増 補 本 や 刊 本 の 本 文 （ 培 補 さ れ
た語
を 除 い た も
の）にない「
苗 」 独 自 の 「 余 り 栢 」 が 存 す る と い う こ と は 、
三 で
述ぺた通りである。原「
交 隣
須知」にもっとも近いものと思われ
ろ 「 苗
」
で あ る だ
け
に 、 本 苔
．におけるこ
のよ う な 特 徴 は 、
「
交
隣
須 知
J
の成立に関わる問題に
大きな手がかりを与えてくれるので
あ
ろ
。
「余り話」とで倭語類解」との関係
r苗」における
「 余 り 語 」 は 全 部 で 一 四 六 語
で あ る が 、
そ の う
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らの九十五語が『倭語類解」にある。一万増補本「交隣須知」に増補された語（二七三語）のうら、
①熊（二8ゥー「倭」・157)
.
®狸
（
二
8ゥー『倭」・151
)
⑥鱒
（ニ27ゥー『倭」・163)
④箸
根（ニ27ゥー「苗」蘊葡、『倭」雌百・121)
⑥菰菜227ゥー「苗苔、「倭」松・121)①甘
積（二切ゥー『倭」・123)
⑥琶子（ニ35ゥー『苗」樅子、『倭」樅子 124®楠（ニ40)①喝（ニ49ー『倭」．68）①鎮（ニ49ー『倭」•67)®燥病（ニ
751
『
苗
」
燐症
．）
などは「
苗」の「余り語」の中に含まれ
ている。仮にこれらが原
『交隣須知」の本文にあったものならば、どうして咽補木では本文と扱わず、わざわざ培補欄に収めたのであろうか。これらの語彙は、
•本来原「交隣須知」になかったものと見るのが図当だと思
曹っ
一方、．培補本における増補語は二七三歪あるのに、『倭栢煩解』
に出ているもの わずか三十三語に過ぎなく、r苗」における「余り詣」の沿合とは対照的である。しかも④⑥⑥のように、附補本・「苗」.
r倭語類解」の三者が同義話である場合、語形まで一
致するのは「苗』と「倭語類解」の間においてであることからも、『苗』の「余り語」と「倭語類解」とは密接な関係に と言えよう
。
＠「
余り語」の文例
前に掲げた「余り話」の文例と切補本のそれとを対照してみる
と、ほとんどが相異なっに内容の文例をなしている
。
例えば、
〈熊〉の文例
9. 
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(r苗」二12)
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ni 
クマノクンヲ イト云ウ
〈場〉の文例
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(r済」ニ49)
な ど の よ う に 、
それぞれ全く違う内容の文例である。
一体、
古 い 写 本 か ら の 転 写 と い う の は 、
も と の 文 例 を 変 え る に
し て も 、
その
文例と内容的に何らかのつながりをもちながら部分
的 に 改 修 し て い く の が 常 套 で あ ろ う 。
にもかかわらず、
例 の よ う
に内容的にほとんど相異なっているのは、
両宙の文例がそれぞれ
個 別 的 に 付 け ら れ た と い う こ と を 哀 付 け る も の で あ っ
て 、
同 一 本
を藍本としているとは考え難い。やはり原r交隣須知」には前のよ う な 「 余 り 語 」 は 存 在
しなかっ
たのであろう。
要 す る に 、
苗 代 川 本 「 交 隣 須 知 」 に
おける「余り語」は、原r交
隣 須 知 」 に 増 補 さ れ た 語 で あ り 、
そ の 存 在 は 、
増 補 の 際 の 「 倭 語
類 解 」 の 関 与 に よ る 結 果 と 考 え ら れ る 。 結 局 、
原r
交 隣 須 知 」 と
原「倭語類解」の相互交渉によって成立したのが苗代川本「交隣． 須 知 」 で あ る 、
ということになる。
チ ン ハ 武 官 ガ ア ッ カ リ マ ス ル
〈 鋲 〉 の 文 例
c i _＿百
S a ヨ 盆 m a n
h o
'i s 
n'8n 
Lpi 
ra
チ ン ハ ケ ン シ マ ン コ ノ ヲ ル ト n ロ ジ ャ
(r苗」ニ46)
ci n 
Ull
ョ u
p y ,:1 n
'i 
c'r; 
ci 
hv 
ne 
ni 
ra 
( r 済 」 ニ 49 )
注 4 注3 注 2 注 ー
注 2 に 同 じ ）
こ れ ま で 述 べ て き た こ と を ま と め る と 、 r 倭 語 類 解 」 と 「 交 隣
須 知 」 が 門 の 構 成 的 な 面 か
ら見出しの語彙的な面にまで類似して
い る 理 由 を
説 明 す る た め に は 、
苗 代
11本「交隣須知」
に
お け ろ 「余
り 語 」 と 「 倭 語 類 解 J と の 交 渉 の 結 果 を 指 摘 す る だ け で は 不 十 分であり、
r 倭 語 類 解 」 と 「 交 隣 須 知 」 に お い て す で に 根 源 的 な 交
渉 の あ っ た こ と を 考 え 合 わ せ る 必 要 が あ る と 思 う 。
す な わ ち 、
原 「 交 隣 須 知 」
を も と に し て そ れ を 増 補 し た 形 で ま
ず 「 倭 語 類 解 」 が で き 、
その「倭moo類解」が今度は苗代川本「交
隣須知」の成立に関与したものと推定するのである。
六 、
お わ り に
( r 文 芸 研 究 」
両 笞 の 関 係 に つ い て は 、
つ と に 金 沢 庄 三 郎 博 士 が 、
本 邦 に お け る 朝 鮮 語 学 者 の 鼻 祖 た る 雨 森 芳 州 の 「 交 隣 須知 」 は 本 書 （ 「 倭 語 類 解 」 の こ と ） を 藍 本 と し
た ( r 日
語類解」序文）と説かれるが、
後 に 浜 田 敦 先 生 が 同 じ 見
解 を 、
安 田 章 氏 は 逆 の 立 場 を 取 る 見 解
を述べて
お ら れ る 。
安 田 章 「 辞 書 と 文 例 」 （ 「 朝 鮮 資 料 と 中 世 国 語 」 所 収 、
一
九 八 0 年 、
笠 間 叢 苔 ）
大 友 信 一 「 桑 韓 筆 語 に よ る 国 語 音 の 研 究 」
第 三 十 三 号 、
一 九 五 九 年 ） を 参 照 。
安田章「苗代川の朝鮮語写本」
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